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芸術

文化

歴史 環境

地場産業

まちづくり

教育福祉

青葉区

1.美しが丘中部自治会アセス委員会遊歩道ワーキンググループ
2. 荏子田横穴
3. すすき野コミュニティハウス
4. 牛込獅子舞 (横浜市指定無形民俗文化財 )
5. 横浜市民ギャラリーあざみ野
6. 特定非営利法人ハマの JACK
7. 荏田宿公園
8. 荏田宿保存会
9. 真福寺双盤講
10. 荏子田囃子連
11. 特定非営利活動法人 eco 体験工房
12. 特定非営利活動法人 インターナショナルグリーンプロジェクト
13. 稲荷前古墳群
14. 市ヶ尾横穴古墳群 .
15. 市ケ尾地蔵堂双盤講
16. 平川囃子保存会
17. 横浜市青葉区役所 .
18. 横浜市青葉区郷土史の会 .
19. いかだで遊ぼう谷本川実行委員
20. 横浜市立鉄小学校郷土資料館 .
21. 鉄囃子保存会
22. 朝光寺原遺跡
23. 農に学ぶ環境教育ネットワーク
24. 鴨志田公園
25. どろん子会
26. 特定非営利活動法人　森ノオト
27. こどもの国
28. 桜台公園
29. 奈良山公園
30. 住吉神社
31. 旗本石丸家 3代の墓
32. 特定非営利活動法人青空保育ぺんぺん草
33. 青葉みらい農くらぶ
34. 上恩田杉山神社囃子保存会
35. 特定非営利法人WE21ジャパン青葉
36. 五輪塔形式の庚申塔
37.ＮＰＯ法人あおば学校支援ネットワーク
38. 下恩田囃子保存会
39. 下谷本杉山神社囃子保存会

福祉 地場産業 環境 歴史 文化 芸術教育 まちづくり

▍青葉区の宝
青葉区は、公・民にかかわらず多様な団体がさまざまな活動を企画し、イベントやお祭りも盛んです。それらは、青葉区が持つ多
摩丘陵の緑や鶴見川沿いの水辺を利用した自然との関わりが重要視されるものも多く、また、これらの自然を生かした生業として
の都市農業も広く行われています。地域には大きな遺跡や神社、伝統芸能も残り、それらを継承する活動や団体の力で、青葉区が
歩んできた文化が、芸術や生業、自然などに見ることができます。市民が大切にしてきてくれたからこそ、街の宝とも言える資源
がたくさん残っているのです。

22. 朝光寺原遺跡 14. 市ヶ尾横穴古墳群 .

5. 横浜市民ギャラリーあざみ野

http://ohoka-inst.com/Choukoujibara_Iseki.pdf https://kofun.info/kofun/573

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdf

1. 美しが丘中部自治会　100段階段

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdf

13. 稲荷前古墳群 10. 荏子田囃子連

9. 真福寺双盤講

https://4travel.jp/dm_shisetsu_tips/10476431 https://kofun.info/kofun/573

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdf

15. 市ケ尾地蔵堂双盤講

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdf

19. いかだで遊ぼう谷本川

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdf

20. 横浜市立鉄小学校郷土資料館

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdf

4. 牛込獅子舞 23. 農に学ぶ環境教育ネットワーク

30. 住吉神社

https://4travel.jp/dm_shisetsu_tips/10476431 https://kofun.info/kofun/573

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdf

31. 旗本石丸家 3代の墓

https://www.city.yokohama.lg.jp/aoba/shokai/bunkazai/ha/bunkazai009.html

25. どろん子会

36. 五輪塔形式の庚申塔

34. 上恩田杉山神社囃子保存会

https://4travel.jp/dm_shisetsu_tips/10476431

https://www.city.yokohama.lg.jp/aoba/shokai
/bunkazai/ka/bunkazai007.html

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdf

38. 下恩田囃子保存会

https://blog.goo.ne.jp/hamanoyatousuke/e/678a3c2f0051e5c9a117164cf85ab85c

33. 青葉みらい農くらぶ

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdf

32. 特定非営利活動法人青空保育ぺんぺん草

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdf

https://4travel.jp/dm_shisetsu_tips/10476431

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdfhttps://www.townnews.co.jp/0101/2013/12/05/215620.html

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdf

https://www.facebook.com/kuroganemuseum/photos/a.1672147059730952/1672146829730975

https://kofun.info/kofun/573

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdf

http://ohoka-inst.com/Choukoujibara_Iseki.pdf https://4travel.jp/dm_shisetsu_tips/10476431 https://kofun.info/kofun/573https://www.facebook.com/nounimanabu/photos/gm.1025067835085390/5028766607231809

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdfhttps://sanpo-nikki.com/shrine/narachou_sumiyoshijinja/

https://www.machinami.or.jp/pdf/machinami/machinami082_11.pdf
https://www.townnews.co.jp/0101/2014/10/02/253755.html

図1のように、青葉区は横浜市内で二番目に農家数が多
く、農業が盛んであると言える。特徴として、自給的
農家の割合が高く、農家数と比して経営耕地面積が少
ない(図2)。
※図３は自給的農家の定義を示す。

↑青葉区で採れる農作物を販売、使用している場をまとめたマップ

青葉区での地産地消の取り組み

各地域の特色に基づいたマルシェを開催することで、小さな規模の農家と地元の消費者
をつなぎ、様々な分野で青葉区を支えるネットワークの基盤とできるのではないか。

図１ 行政区別農家数（総農家） 図２ 行政区別経営耕地面積（総農家）

図３ 農家の分類

青葉区の農業の特徴

データから見る青葉区の農業

青葉区で生産される農作物
↑農地の分布

▍青葉区の農業・マルシェ

・はまふうどナビ
市では横浜の農業のブラ
ンド化を目指し、「横浜
農場」の名のもとにPR活
動をしている。左はその
一環で発行されている情
報誌で、7月号では青葉区
の地産地消についても取
り上げられていた。

・あおば地産地消レシピBOOK
青葉区で採れた作物を使ったレシピ
を紹介している。地域の農家の取材
記事や旬の野菜の紹介など、その他
の情報も掲載されている

・あおば地産地消の味めぐりスタ
ンプラリー
青葉区で指定された地産地消サ
ポート店を利用してポイントをた
めるとサービスを受けられる。
（期間終了）

・あおばマルシェ
青葉区役所で月一回行われるマルシェ。
現在6つの農家が出品している。上はあ
おばマルシェで使えるポイントカード。

・米
青葉区は横浜一の米どころで、作付面積2,385ha（令和2年）と最も広い。
・日本なし
こちらも栽培面積が大きく、1,036ha（令和2年）で緑区の1,365haと合わせて市内で群を抜いている。浜
なしとしてブランド化されている。
・牛乳
雪国こどもの国牧場で製造された牛乳は「サングリーン」という名で販売されている。脂肪分を砕いて
いない（ノンホモ）ため生乳に近い。ソフトクリームやラーメンにも使われている。

図1~3はいずれも「2020年農林業センサス農林業経営体調査結果報告」から
上画像5枚はいずれも横浜市HP<https://www.city.yokohama.lg.jp/aoba/kurashi/machizukuri_kankyo/midori_eco/20161005170427.html>から

これまでの取り組みの例

▲上恩田杉山神社囃子保存会

▲下恩田囃子保存会
※具体的な活動エリア不明

▲あおば未来農くらぶ

▲旗本石丸家 3代の墓

▲住吉神社

提案 
- 様々なエリアとマルシェによる「食」のミュージアム

のどかな田園風景が見られ、伝統
芸能が多く残されているこのエリ
アでは、地域の歴史や文化に結び
つけたマルシェを開く。

1

2

3

45

歴史

環境

文化

農

現代の市民ギャラリーと伝統的な舞踊
を残す神社が位置し、今と昔の芸術が
隣り合う文化的なこのエリアでは、芸
術に触れる非日常の体験とともに楽し
める祝祭的なマルシェを開く。

文化

農
芸術

まちづくり

谷本川沿いや谷戸の水田、里山での自
然学習のほか、郷土資料館を併設した
小学校や諸々の教育機関が集まるこの
エリアでは、自然や農の体験とともに
食べて学ぶためのマルシェを開く。

歴史

環境

農
教育

閑静な住宅街が広がるこのエリア
では、地域の小中学校に併設され
たコミュニティハウスや商店街と
いった日常生活の場に、暮らしに
近い小さなマルシェを開く。

まちづくり

福祉

文化

農

恩田川・奈良川沿いに広大な農地
が存在し、田舎の空気を残すこの
エリアでは、地域の農家自身も消
費者と一体になって田畑の恵みを
楽しめるような、地域密着のマル
シェを開く。

歴史

環境

文化
農

まちづくり
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▍青葉区と農業

都市化以前・・・純な農村地帯

都市化以降・・・消費地に近い都市農業のまち

・川沿いの田園風景

・丘に残る自然

・都市生活者の農業体験

生まれた特色

→エリアごとの特色に応じた、マルシェを企画する

住宅地に住む人々と、地域の農の営みをつなぐ「食」のプログラムの必要性

・獅子舞などの伝統芸能

・郷土の歴史を物語る場所

・市民の芸術の拠点

S I T E
・由緒ある神社の境内
・丘の田園風景を臨む場所

S I T E
・駅前広場
・市民ギャラリー前の大通り

S I T E
・田畑の中にある小学校の校庭
・谷戸田の隣のレストハウス

S I T E
・コミュニティハウスの玄関先
・商店街の通り沿い

S I T E
・田畑を臨む駅前広場
・伝統の祭りがある神社の境内

▲上恩田杉山神社囃子保存会

▲下恩田囃子保存会
※具体的な活動エリア不明

▲あおば未来農くらぶ

▲旗本石丸家 3代の墓

▲住吉神社▍平川囃子保存会
会長によると２００年以上歴史のあるというお囃子を継承。秋の例大祭や新嘗祭、たまプラーザの夏祭り、周辺自治会のまつりなどで演奏
をしている。会員は約 30人毎週木曜日に練習会をしている。
正月の獅子舞に始まり、春の祭礼、６月の「青葉区郷土芸能祭り」、７月の「たまプラ夏まつり」、１０月の驚神社例大祭などで、面を着け
て舞う神楽と囃子を披露する。

▍元石川　花桃の丘
保木農業専用地区内にあり、2月には梅、3月には桃、4月
には桜が楽しめる。
地元の人に親しまれ春には多くの人が訪れる。斜面に花桃が
植えられその風景のよさから桃源郷とも呼ばれている。

▍保木農業専用地区
都市農業の確立と都市環境の保全のために横浜市が設定した農業専用地区にあたる。
14.7ha の畑で、その一角にある花桃の丘が有名
野菜・果樹に加え切花なども栽培され、新鮮な農作物を市民に供給している。また、シェア
畑もしている。

▍保木大太鼓
大太鼓は皮面の直径約９０センチ、重さ１０２キロ。１００年以上前に
ケヤキの大木をくりぬいて造られた。1914（大正３）年、保木集落（現
在の青葉区美しが丘西）に住む氏子らの寄付で東京・浅草の太鼓業者が
造り、地元の八雲神社に奉納したとされる。現在も地域の夏と秋の祭礼
に登場し、中でも秋祭りは驚神社まで約４キロの距離を、地域の大人や
子ども数十人が綱で引く。地元の小学校の地域学習の授業でも子供たち
に地域の歴史を知ってもらおうと紹介されている。

▍食×文化
Site1 の特徴とマルシェ
・住宅地内に保木農業専用地区が広がる
・伝統文化の保存を目指して活動する団体も幾つか存在する
・住民が代々伝統文化を受け継いでいる

▍荏子田横穴
荏子田横穴は荏子田朝日公園の中にあり、別名荏子田かんかん穴
とも呼ばれている。早渕川上流の標高 45メートルほどの台地南
側斜面に２基の横穴墓が並んでつくられ、７世紀前半頃のこの地
域の有力者の墓と考えられている。西側に位置する１基は、入口
から奥壁まで全長６メートル、遺骸を収める玄室は長さ 3.7 メー
トル、幅 3.2 メートル、高さ 2.2 メートルの切り妻式の家形を模
したもので、壁や天井には棟木、桁、柱、親垂木、束柱などが浮
き彫りにされている。市域では大変珍しいもので、葬られた人物
の特異性が窺われる。

▍荏子田囃子連
今から190年ほど昔、現在の川崎市高津区千年から荏子田（当時「枝小田」）への移住者が荏子田部落の人達に教え始まった。その後代々
受け継がれ、平成２年度には横浜市の無形文化財に認定された。
平川囃子と同様に６月の「青葉区郷土芸能祭り」、７月の「たまプラ夏まつり」、１０月の驚神社例大祭などに参加

保木大太鼓

保木農業専用地区

荏子田囃子連

荏子田横穴

平川囃子保存会

花桃の丘

※保木農業専用地区でとれた農作物を基本とし、
地元の文化にも触れられるマルシェ

歴史

環境

文化

農

石川村の頃の谷戸の様子

例大祭の際は site1 と site2 のマルシェ
の連携も期待できる

例大祭
毎年体育の日に行われている驚神社の例大祭
江戸時代、東急田園都市線のたまプラーザとあざみ野駅のあたり一帯が、武蔵国都筑
郡の「石川村」と呼ばれていた頃、村には、保木、平川、荏子田、船頭、牛込、中村、
下谷の７つの谷戸があり、驚神社を地域の総鎮守にし、それぞれの谷戸ごとの谷戸宮
を置いた。宮ごとの祭りを終えた後に、一年に一度、総鎮守の驚神社にいく挨拶が例
大祭となった。
現在も保木の大太鼓、平川、荏子田、船頭、宮元の神輿、牛込の獅子舞が出揃って驚
神社まで練り歩く

▲下恩田囃子保存会
※具体的な活動エリア不明

▲旗本石丸家 3代の墓

▍牛込獅子舞
　神奈川県の無形民族文化財に指定されている、あざみ野の神明社と新石川の驚神社で１０月上旬の土・日に奉納される獅子舞。こ
の獅子舞は関東・東北・信越地方に分布する一人立ち三頭獅子舞の横浜における代表的な存在。疫病の予防と豊作を祈願したものだ。
獅子頭は三個で、剣角と巻角を持つ雄獅子二個と宝珠を戴く雌獅子一個である。当日は獅子宿で支度をして、道行きの曲に合わせて
神社まで練って行き、神前にて祭り言葉を述べてから曲に合わせて三頭の獅子が、はい追いと絡みながら舞う。

▍荏田宿常夜燈
　神奈川県の北を通る矢倉沢往還は東海道の裏道にあた
り、大山参詣の中心道であったことから大山街道とも呼ば
れ、荏田は江戸初期から宿駅に指定されていた。当時の宿
の繁栄を物語るものとして常夜燈が残されている。この燈
は高さ 230センチメートルの大きなもので燈の中台には
「秋葉山」、竿に「常夜燈」と刻まれている。文久元
(1861) 年に作られたこの燈は、秋葉講の案内宿に建てら
れたもので、建立にあたっては荏田宿の世話人衆をはじめ
として神奈川宿、市ケ尾村、川崎の諏訪河原村などの有志
の寄付をあおいでいる。

▍食×芸術
Site２の特徴とマルシェ
・駅近に商業施設その外に住宅地が広がる地域 (土地利用現況図 )
・区内外の伝統文化が集まるお祭り、施設がある

▍荏田宿保存会
　大山街道沿いにあり、宿場町として栄えた荏田宿（現
在の荏田町）のその歴史を保存し、歴史散策者に当時
の様子を想像してもらおう設立された。旧宿場町エリ
ア内２カ所に江戸時代の屋号や宿場町全体の様子など
を載せた案内看板「荏田宿まねき看板」を設置した。

▍横浜市民ギャラリーあざみ野
美術というジャンルを超えた表現の新たな動向を紹介し、創造性溢れる表現活動を幅広く育み、人と人とが交流する市民と創造活動
の「出会いの場」をつくることを目的としている活動内容としては、
企画展年間３本、シリーズの企画展、子ども・市民のためのプログラムの開催や市民が先生となるあざみ野カレッジの場を提供。あ
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▲下恩田囃子保存会
※具体的な活動エリア不明

▍鉄小学校郷土資料館
郷土資料館は、平成7年に鉄小学校の開校120周年を記念して、
各家庭で保管されていた農機具などを収集して開設された。
くろがね倶楽部という団体が管理、運営している。

▍寺家ふるさと村

▍こどもの国
子供をターゲットに、広大な敷地に豊かな自然や遊具、アートや運
動場などの様々な設備が配置されている。
かなりの頻度で子供や親子に向けたイベントも行っており、週末に
なればかなりの混雑が見られる。

▍自然環境 ×農業
　寺家ふるさと村は、そこで生活する人と自然
が共存した里山である。
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▍鉄町どんど焼き
鉄町では上鉄さくら会という
団体が主体となり、毎年年明
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浜美術大学では地域連携に力を入れており、毎年 10月に寺
家町で「寺家回廊」というアートイベントを開催したりワー
クショップ等を行っている。
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まちづくり

福祉

文化

農

▍青葉台南商店会
東急田園都市線 青葉台駅の南側に位置する商店会。
加盟店は 45店ほど。
青葉台商店会の規模が拡大し、青葉台南商店会として独立。
周辺のしらとり台、つつじが丘、さつきが丘など地元の人々
をつなぐ商店会として人々の交流の場となっている。
南のフェスティバルでは、商店会の方の料理の販売が行われ
るほか、大道芸の披露も行われる。
主な行事
  1 月　初詣
  3 月　3.11 キャンドルナイト
  5 月　南のフェスティバル
  8 月　ふるさと夏祭り
10月　南のフェスティバル
12月　歳末福引き大売り出し

▍コミュニティハウス
小中学校の施設を活用した施設。
グループ活動に利用可能な研修室や和室、図書室などがある。
幼児から高齢者まで、地域住民が生涯学習や地域活動の場として利用可能。
校庭や体育館なども学校教育に支障のない範囲で利用することができる。

▍食×暮らし・福祉
Site4 の特徴・概要
・３つのコミュニティハウスがある。
・商店会も３つあり、それぞれの商店会で祭りなどイベントが
　開催されるなど日常的な賑わいの場となっている。
※コミュニティハウスを利用することで、
　農地のない住宅街にマルシェを展開可能

▍藤が丘商店会
東急田園都市線 藤が丘駅近くに位置する商店会。
加盟店は 80店ほど。
藤が丘駅前再整備計画に反対する旨の要望書を横浜市都市整備局、東急株式会
社、学校法人昭和大学に提出するなど、まちづくりに関する活動も行っている。
「汗祭り」や歳末感謝祭といったイベントやセミナーなどを開催。

▍青葉台コミュニティハウス (本の家 )
青葉台中学校に位置する。
絵本や紙芝居、ベストセラーなど蔵書数は 28000冊。
学習専用スペースやサークル活動が可能なスペース、
図書コーナーが利用できる。
また、ボッチャ体験、親子映画鑑賞会、大人の学習講座、
ヨガ、将棋教室など多くのイベントが開催されている。

▍桂台コミュニティハウス
桂小学校内に位置する。
研修室、和室、市民図書室、サロンといったスペースが
利用可能。
華道教室や茶道教室、クラフトサロンといったイベント
が開催されている。
また、「相続教室」、「浮世絵から江戸の文化を探る」
といった講座も開催されている。

▍さつきが丘コミュニティハウス
さつきが丘小学校に位置する。
研修室や和室、サロン (図書館 ) などが利用可能。
クラフトサロンやリトミックなどの自主事業も行っている。
また、こいのぼりプロジェクトや七夕飾りなど季節に合わせた
催し物も行われている。

▍青葉台商店会
東急田園都市線 青葉台駅の北側に位置する商店会。
加盟店は 135店ほど。
通りには商店会の方が結成した「フラワーロードの会」が
植えた花が並ぶ。

主な活動
・地域の福祉の充実
・近隣小・中学校の職場体験プログラム参加
・町の美化運動
・交通安全などの活動
・会員及び家族、従業員のレクリエーション
・毎年 12月歳末恒例謝恩セール

「汗祭り」

藤が丘の辛旨フードを提供する
飲食店 (17 店舗ほど )で食事す
ることでシールがもらえる。
そのシールを集めることで、福
引を回すことができる。

マルシェ　青葉台ぶらり～と
地域自治会、消防団、安全協会との共催のお祭り。
地元の小・中・大学から吹奏楽演奏、チアリーディ
ング、ダンス等のステージイベントが行われる
他、加盟店、住民も出店。

「ふるさと夏祭り」は地元しらとり台自治会と共催。

青葉台商店会

青葉台南商店会

さつきヶ丘コミュニティハウス

桂台コミュニティハウス
青葉台コミュニティハウス

藤が丘商店会



図1のように、青葉区は横浜市内で二番目に農家数が多
く、農業が盛んであると言える。特徴として、自給的
農家の割合が高く、農家数と比して経営耕地面積が少
ない(図2)。
※図３は自給的農家の定義を示す。

↑青葉区で採れる農作物を販売、使用している場をまとめたマップ

青葉区での地産地消の取り組み

各地域の特色に基づいたマルシェを開催することで、小さな規模の農家と地元の消費者
をつなぎ、様々な分野で青葉区を支えるネットワークの基盤とできるのではないか。

図１ 行政区別農家数（総農家） 図２ 行政区別経営耕地面積（総農家）

図３ 農家の分類

青葉区の農業の特徴

データから見る青葉区の農業

青葉区で生産される農作物
↑農地の分布

▍青葉区の農業・マルシェ

・はまふうどナビ
市では横浜の農業のブラ
ンド化を目指し、「横浜
農場」の名のもとにPR活
動をしている。左はその
一環で発行されている情
報誌で、7月号では青葉区
の地産地消についても取
り上げられていた。

・あおば地産地消レシピBOOK
青葉区で採れた作物を使ったレシピ
を紹介している。地域の農家の取材
記事や旬の野菜の紹介など、その他
の情報も掲載されている

・あおば地産地消の味めぐりスタ
ンプラリー
青葉区で指定された地産地消サ
ポート店を利用してポイントをた
めるとサービスを受けられる。
（期間終了）

・あおばマルシェ
青葉区役所で月一回行われるマルシェ。
現在6つの農家が出品している。上はあ
おばマルシェで使えるポイントカード。

・米
青葉区は横浜一の米どころで、作付面積2,385ha（令和2年）と最も広い。
・日本なし
こちらも栽培面積が大きく、1,036ha（令和2年）で緑区の1,365haと合わせて市内で群を抜いている。浜
なしとしてブランド化されている。
・牛乳
雪国こどもの国牧場で製造された牛乳は「サングリーン」という名で販売されている。脂肪分を砕いて
いない（ノンホモ）ため生乳に近い。ソフトクリームやラーメンにも使われている。

図1~3はいずれも「2020年農林業センサス農林業経営体調査結果報告」から
上画像5枚はいずれも横浜市HP<https://www.city.yokohama.lg.jp/aoba/kurashi/machizukuri_kankyo/midori_eco/20161005170427.html>から

これまでの取り組みの例

▲上恩田杉山神社囃子保存会

▲下恩田囃子保存会
※具体的な活動エリア不明

▲あおば未来農くらぶ

▲旗本石丸家 3代の墓

▲住吉神社

提案 
- 様々なエリアとマルシェによる「食」のミュージアム

のどかな田園風景が見られ、伝統
芸能が多く残されているこのエリ
アでは、地域の歴史や文化に結び
つけたマルシェを開く。

1

2

3

45

歴史

環境

文化

農

現代の市民ギャラリーと伝統的な舞踊
を残す神社が位置し、今と昔の芸術が
隣り合う文化的なこのエリアでは、芸
術に触れる非日常の体験とともに楽し
める祝祭的なマルシェを開く。

文化

農
芸術

まちづくり

谷本川沿いや谷戸の水田、里山での自
然学習のほか、郷土資料館を併設した
小学校や諸々の教育機関が集まるこの
エリアでは、自然や農の体験とともに
食べて学ぶためのマルシェを開く。

歴史

環境

農
教育

閑静な住宅街が広がるこのエリア
では、地域の小中学校に併設され
たコミュニティハウスや商店街と
いった日常生活の場に、暮らしに
近い小さなマルシェを開く。

まちづくり

福祉

文化

農

恩田川・奈良川沿いに広大な農地
が存在し、田舎の空気を残すこの
エリアでは、地域の農家自身も消
費者と一体になって田畑の恵みを
楽しめるような、地域密着のマル
シェを開く。

歴史

環境

文化
農

まちづくり
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▍青葉区と農業

都市化以前・・・純な農村地帯

都市化以降・・・消費地に近い都市農業のまち

・川沿いの田園風景

・丘に残る自然

・都市生活者の農業体験

生まれた特色

→エリアごとの特色に応じた、マルシェを企画する

住宅地に住む人々と、地域の農の営みをつなぐ「食」のプログラムの必要性

・獅子舞などの伝統芸能

・郷土の歴史を物語る場所

・市民の芸術の拠点

S I T E
・由緒ある神社の境内
・丘の田園風景を臨む場所

S I T E
・駅前広場
・市民ギャラリー前の大通り

S I T E
・田畑の中にある小学校の校庭
・谷戸田の隣のレストハウス

S I T E
・コミュニティハウスの玄関先
・商店街の通り沿い

S I T E
・田畑を臨む駅前広場
・伝統の祭りがある神社の境内

▍鉄小学校郷土資料館
郷土資料館は、平成7年に鉄小学校の開校120周年を記念して、
各家庭で保管されていた農機具などを収集して開設された。
くろがね倶楽部という団体が管理、運営している。

▍寺家ふるさと村

▍こどもの国
子供をターゲットに、広大な敷地に豊かな自然や遊具、アートや運
動場などの様々な設備が配置されている。
かなりの頻度で子供や親子に向けたイベントも行っており、週末に
なればかなりの混雑が見られる。

▍自然環境 ×農業
　寺家ふるさと村は、そこで生活する人と自然
が共存した里山である。

https://jike-shikinoie.jp/wp-content/uploads/2022/06/IMG_9585-1536x1
152.jpg

雑木林や田んぼ、畑地、ため池、
水路といった多様な環境があ
り、多くの植物や生きものが
その環境で生活している。ふ
るさと村の田んぼや畑地は農
家の人たちの土地であり、実
際の農地を直近で感じること
ができる。
また寺家町は鳥獣保護区に指
定されており、多様な生態系
が存在している地区でもある。

▍ふるさと村のでの学び
　ふるさと村では定期的にイベントがおこなされており、寺家ふるさと村ガイドツアーや野草を観る会、
そば打ち教室など子供から大人まで楽しめる行事が開催されている。

水田や畑で生産された農作物は地元で直売されていた
り、定期的にマルシェも開催されている。

▍郷土資料館のネットワーク
資料館は、運営している地域の方や、近隣の小中学生、学校博物館
関連の人が視察に来たり、区内外方多くの人が訪れる場所である。
一方で、資料館の運営に関わる人が外部の講演や地域文化の調査を
行ったりと、外に対しての働きかけも積極的である。

鉄小学校郷土資料館
（くろがね倶楽部）

横浜市立歴史博物館

みらいづくり大学青葉キャンパス

外部から見学

近隣の小中学生が見学に

区内に限らず様々な活動に参加
・川崎の遺跡発掘
・講演会の聴講
・学校内歴史資料館連絡会…他

▍環境資源
約100万平方メートルもある広大な敷地の中には、雑木林の自然や
数え切れないほどの州類の昆虫や植物、野鳥なども見られる。季節ご
とに自然と触れ合うイベントが開催されたり、敷地内にあるビジター
センターではこどもの国に住んでいる生き物の一部を飼育展示やパネ
ル・剥製などの展示も行われている。

▍歴史的遺産
こどもの国の敷地は戦争中は陸軍田奈部隊の管理する弾薬庫であり、
平和の碑やその遺構も残っている。実は歴史的資源としての価値もあ
る。弾薬庫は現在倉庫、変電所、浄化槽に使われている。

▍鉄町どんど焼き
鉄町では上鉄さくら会という
団体が主体となり、毎年年明
けにどんど焼きを行なってい
る。書き初めで書いたものを
燃やしにくる児童の姿も多く
見られ、子供たちに伝統を教
える大切な行事である。

▍大学教育施設
　このサイトには大学のキャンパスが集中している。特に横
浜美術大学では地域連携に力を入れており、毎年 10月に寺
家町で「寺家回廊」というアートイベントを開催したりワー
クショップ等を行っている。

▍鉄小学校郷土資料館
郷土資料館は、平成7年に鉄小学校の開校120周年を記念して、
各家庭で保管されていた農機具などを収集して開設された。
くろがね倶楽部という団体が管理、運営している。

▍寺家ふるさと村
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子供をターゲットに、広大な敷地に豊かな自然や遊具、アートや運
動場などの様々な設備が配置されている。
かなりの頻度で子供や親子に向けたイベントも行っており、週末に
なればかなりの混雑が見られる。

▍自然環境 ×農業
　寺家ふるさと村は、そこで生活する人と自然
が共存した里山である。
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団体が主体となり、毎年年明
けにどんど焼きを行なってい
る。書き初めで書いたものを
燃やしにくる児童の姿も多く
見られ、子供たちに伝統を教
える大切な行事である。

▍大学教育施設
　このサイトには大学のキャンパスが集中している。特に横
浜美術大学では地域連携に力を入れており、毎年 10月に寺
家町で「寺家回廊」というアートイベントを開催したりワー
クショップ等を行っている。

▲上恩田杉山神社囃子保存会

▲下恩田囃子保存会
※具体的な活動エリア不明

▲あおば未来農くらぶ

▲鉄小学校郷土資料館
▲こどもの国

▍食×学び
Site3 の特徴とマルシェ
・歴史的遺産や教育関連施設と農地が混在する地域 (土地利用現況図 )
・歴史的または環境資源を生かし、教育に関連した活動が行われている
・区内外から多くの人が訪れる施設が集中している

▲寺家ふるさと村

※世代を超えた多くの人が集まる点を活かし、site の
特徴である環境や歴史的な資源の学びにつながるよう
なマルシェを展開。

▲横浜美術大学

▲日本体育大学

▲桐蔭横浜大学

まちづくり

福祉

文化

農

▍青葉台南商店会
東急田園都市線 青葉台駅の南側に位置する商店会。
加盟店は 45店ほど。
青葉台商店会の規模が拡大し、青葉台南商店会として独立。
周辺のしらとり台、つつじが丘、さつきが丘など地元の人々
をつなぐ商店会として人々の交流の場となっている。
南のフェスティバルでは、商店会の方の料理の販売が行われ
るほか、大道芸の披露も行われる。
主な行事
  1 月　初詣
  3 月　3.11 キャンドルナイト
  5 月　南のフェスティバル
  8 月　ふるさと夏祭り
10月　南のフェスティバル
12月　歳末福引き大売り出し

▍コミュニティハウス
小中学校の施設を活用した施設。
グループ活動に利用可能な研修室や和室、図書室などがある。
幼児から高齢者まで、地域住民が生涯学習や地域活動の場として利用可能。
校庭や体育館なども学校教育に支障のない範囲で利用することができる。
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　農地のない住宅街にマルシェを展開可能

▍藤が丘商店会
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青葉台中学校に位置する。
絵本や紙芝居、ベストセラーなど蔵書数は 28000冊。
学習専用スペースやサークル活動が可能なスペース、
図書コーナーが利用できる。
また、ボッチャ体験、親子映画鑑賞会、大人の学習講座、
ヨガ、将棋教室など多くのイベントが開催されている。

▍桂台コミュニティハウス
桂小学校内に位置する。
研修室、和室、市民図書室、サロンといったスペースが
利用可能。
華道教室や茶道教室、クラフトサロンといったイベント
が開催されている。
また、「相続教室」、「浮世絵から江戸の文化を探る」
といった講座も開催されている。

▍さつきが丘コミュニティハウス
さつきが丘小学校に位置する。
研修室や和室、サロン (図書館 ) などが利用可能。
クラフトサロンやリトミックなどの自主事業も行っている。
また、こいのぼりプロジェクトや七夕飾りなど季節に合わせた
催し物も行われている。

▍青葉台商店会
東急田園都市線 青葉台駅の北側に位置する商店会。
加盟店は 135店ほど。
通りには商店会の方が結成した「フラワーロードの会」が
植えた花が並ぶ。

主な活動
・地域の福祉の充実
・近隣小・中学校の職場体験プログラム参加
・町の美化運動
・交通安全などの活動
・会員及び家族、従業員のレクリエーション
・毎年 12月歳末恒例謝恩セール

「汗祭り」

藤が丘の辛旨フードを提供する
飲食店 (17 店舗ほど )で食事す
ることでシールがもらえる。
そのシールを集めることで、福
引を回すことができる。

マルシェ　青葉台ぶらり～と
地域自治会、消防団、安全協会との共催のお祭り。
地元の小・中・大学から吹奏楽演奏、チアリーディ
ング、ダンス等のステージイベントが行われる
他、加盟店、住民も出店。

「ふるさと夏祭り」は地元しらとり台自治会と共催。

青葉台商店会

青葉台南商店会

さつきヶ丘コミュニティハウス

桂台コミュニティハウス
青葉台コミュニティハウス

藤が丘商店会


